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学位論文等題目 〈論文〉 まどろみのロマンティシズム 
 〈作品〉 夢見る世界は果てもなく 
Happy Birthday 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 海老 洋 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 佐藤 道信 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 宮北 千織 
（副査） 東京藝術大学 名誉教授 （美術学部） 梅原 幸雄 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  














彼らは、おのれの身分のことでやきもきしたり、めそめそしたりしない   
彼らは、暗闇の中で目ざめたまま罪を悔やんで泣いたりしない  
彼らは、神への義務を論じ立てて、ぼくに吐き気を催させたりしない   
一匹だって、不満をいだかず、一匹だって、物欲に狂っているものはいない   


































1 バートランド・ラッセル：イギリスの哲学者。1950年にノーベル文学賞を受賞。  




































































    
 
 提出作品「夢見る世界は果てもなく」では、蓬莱山が暗示される日本庭園の石組みのような部分に黒衣の
女性が描かれている。女性は目を瞑り背後のモチーフに体を預けている。対岸には巨大な骨や白い大蛇を据
え、その間に化石化した魚、押し花のように平面的に表現した植物が配されている。人物は作者自身であろ
うか、死を感じさせる黒衣や荒涼とした風景の中にありながらも、その色彩や肌合いは作者が表現したい生
命力の質量が計算され描かれている。そこに、ある種屈折した幸福感を伴った魅力が感じられる。対して「 H
appy Birthday」では穏やかな色調とモチーフに囲まれた女性は、表情、肌合い共に柔らかく瑞々しい。題名
にもあるように、はっきりとした幸福感を伴う転生のシーンが描かれている。これらは同じまどろむ女性像
を描くことによる生死の循環、瞑目したまどろみから幸福への転生を夢見る連作である。  
 論文では平面のアニメやゲームをテーマパークで仮想現実として楽しむプロセスの解説や、立体である草
花を物理的に平面化する押し花遊びの楽しい記憶も語られる。２次元の創作物を３次元として認識すること
と、逆に制作や押し花で３次元を２次元で表現することは、共に事象や体験を異なる次元で認識することに
よる実体験の確認作業であると思われる。それらは自身を取り巻く様々な事柄を受容したり、整理したりす
るプロセスであり申請者の成長の糧であったのかもしれない。そしてその過程により一見不幸な幼少期が幸
福感を伴う記憶になったと同様に、申請者の作品の中で目を瞑る人物が決して諦念からではなく、その先の
幸福を夢見てまどろんでいる表現として成立するに至ったと思われる。 
 論文の最後には正岡子規の詩篇が引用されている。子規が病床から見たガラス窓に切り取られた景色はも
ちろん奥行きを持った立体であるが、風景と共に時間や体験もガラスの厚みに圧縮された一枚の幸福な絵に
見えたことが暗示されているようにも感じられ、平面性について語られることの多い日本画領域の制作論と
しても興味深い。 
 審査会においては、審査員全員が論文、作品共に学位にふさわしいものとして評価、判断し合格とした。 
 
 
